


２年生のあなたへ 
２年 

 未来は自分で創るもの。 
 
 でも、まずは、すでにあるもの＝「先人の知恵」をしっかりと学ぼう！ 
 「地図にない町」を見つけるには、はじめに「地図」が必要である。 
 自分が何を知り、何を知らないかをハッキリと自覚しよう︕ 
 自分は何が出来て、何が出来ないのかを明確に理解しよう︕ 
 
 夢はあるか︖ 
 無くても何も問題は無い。 
 現状に満足していても、一向に構わない。 
 
 自分と他者から成るこの世界において、 
 自分は自分の人生の主人公だが、この世の主人公では無い。 
 ゆえに、全てが自分に都合良く行くはずが無い。 
 それが当然の理というものだ。 
 
 成功しないと嘆くなかれ。 
 目標が実現しないことを懼れるな。 
 自分以外の他者の方が多いのだから、上手く行かないことの方が多いのが当たり前だ。 
 
 だが、それでは満足できない。 
 やりたいことが出来ないからだ。 
 思うように事が運ばないからだ。 
 
 さて、どうしよう︖ 
 玩具売り場で背中を床に付けて手足をバタバタさせて泣き叫ぶか︖ 
  〜高校生のあなたがそんな調子なら誰も相手にしやしない。 
 どうせ、いまさら、やっぱり…無理と諦めて日々を過ごすか︖ 
  〜やりたいことがその程度の思いなら、次に目を向けるのも悪くない。 
 
 いや、まて。 
 覚悟が足りないのではないか︖ 
 口にした遠大な目標に見合うだけの努力を自分に強制する日々にビビっているのではないか︖ 
 映画「ちはやふる」の主人公は「本気でやっても敵わない」とこぼして 
 師匠に「そんなものは本気でやってから言いたまえ︕」と諭される。 
 ビビる必要は無い。 
 やりたいからやる。挑戦したいから、挑み続ける。 
 その過程は、夢に向かって試行錯誤する日々だ。 
 わくわくドキドキが止まらない日々だ。 
 
 高校生を長年見てきて、つくづく実感することがある。 
 努力しても不合格の生徒がいる。 
 でも、結果はきちんと出ていると感じる。 
 
「本気の努力が出来たのなら、それこそが結果だ」 
 
 本気で努力することは意外と難しい。 
 人間は自分に優しいからだ。 
 コツコツ努力を重ねよう︕ 
 中年の主婦が一念発起してエベレスト登頂に成功した例がある。 
 失敗にめげず、コツコツ努力を成功まで続けたのだろう。 
 普通の日常にちょっとした努力で登った山がエベレスト。そんな都合のいい話は無い。 
 
「覚悟を決めて、エベレストに登ろう！」 
 
 楽しいぞ︕バラ色の日々を始めよう︕ 


